


























取を開始させて 2 時間経過（母乳摂取群）または、③出生後、未授乳のまま 2 時間経過（未
授乳群）の 3 群に分けた。各群より空腸を採取し、超微形態学的観察を行った。また、各
群の小腸管腔内に horseradish peroxidase（HRP）を投与し、60 分後に試料を採取して細
胞化学的検索を行い、細胞全体に対する HRP を含む膜系の面積の割合を求め、Student の
t- 検定を用いて、3 群間の統計解析を行った。結果は平均値±標準偏差で示し、P <0.05 を
もって有意と判定した。さらに、IgG のレセプターである neonatal Fc receptor（FcRn）
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ーシスに関与する膜系の割合は、①が 0.38±0.16、③が 0.38±0.14 であったのに対し、②
では 4.16±1.84 で、有意に高い値を示した（P < 0.001）。ウエスタンブロット解析の結果、

















































１１． 統計解析は Student-t検定ではなく、分散分析の方が良いのではないか。 
１２． 母乳摂取後に FcRn レセプターの量と場所が変化する理由として、母乳の何が原因と
考えるか。 
１３．Bonnevilleの文献を参考にしたらどうか。 
 
さらに、専門分野から質問を行った結果、的確な回答が得られたので、審査員合議の上、
最終試験に合格したものと判定した。 
 
